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背景
• Dockerに代表されるソフトウェアコンテナは，近年，
再利⽤可能なソフトウェア成果物を提供する主流の技
術であり，産業界では現在，アプリケーションのコン
テナ化を進めることが⼀般的な傾向となっている

• コンテナベースのプロジェクトでは，DockerとDocker-
composeファイルを含む様々なコンポーネントと，
様々なコンテナを組み合わせたソースコードへのその
他の依存関係が混在している
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背景
• 他の複雑なシステムと同様に，コンテナベースのプロ
ジェクトは，様々な成果物に関連した様々な品質や技
術的負債の問題が発⽣しがちである

• しかし，コンテナベースのプロジェクトが実際にどの
ように進化し，維持されているかについては分かって
いない
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⽬的，アプローチ
• ⽬的
⁃ Dockerのプロジェクトに適⽤されるリファクタリングと，それ
により軽減される技術的負債を明らかにする

• アプローチ
⁃ Dockerプロジェクトからリファクタリングに関わるコミットを
特定し，分析を⾏う
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データセット
• プロジェクトの選択
⁃ BigQuery [11]上のGitHub公開アーカイブからDockerプロジェク
トを選択，2,342リポジトリ取得

⁃ 存在しないプロジェクト，他のリポジトリからフォークされた
リポジトリを削除

⁃ REFACTORとDOCKERというキーワードに⾔及したコミットメッ
セージが1つ以上ある

⁃ DockerおよびDocker-composeファイル以外のコードがほとんど
Javaで書かれている

以上の条件を満たす合計68のDockerプロジェクト，193
のコミットをデータセットとする
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定量的分析
• 193のコミットが⾏なったリファクタリングを⼿作業で
分類
• 193のコミットのうち，44のコミットでDockerfile関連
のリファクタリング，51のコミットでDocker-compose
関連のリファクタリング，55のコミットでDockerfileや
Docker-composeの変更に伴う通常のコード（Java，C++
など）のリファクタリングが⾏われていることがわ
かった

• 偽陽性を除く150のコミットで⾏われたリファクタリン
グから，リファクタリングの種類とリファクタリング
によって返済された技術的負債を特定する
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リファクタリングの分類
• 灰⾊がリファクタリング，紫⾊が技術的負債
• リファクタリングによって返済された技術的負債を線
でつないでいる
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リファクタリングの分類
• メンテナンス性を向上させるために⾏われたリファク
タリングには，Update Base Image，Extract RUN 
Instruction，Replace ADD Instruction with COPY Instruction
の3種類があった

• リファクタリングのうち，イメージサイズ（36％）を
⼩さくすることを⽬的としたものが多かった

• 他には，Dockerfileをより分かりやすく，よりモジュー
ル化するためのリファクタリングや，重複を避けて
コードの再利⽤を促進することでコード設計を改善す
ることを⽬的としたリファクタリングが⾏われている
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リファクタリングの種類
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技術的負債の種類
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リファクタリングの例
• Update Base Imageの例
⁃ 最初にベースイメージとしてopenjdkを使い（5⾏⽬），RUN命
令を使ってDockerizeソフトウェアがインストールされていたも
のを（7〜12⾏⽬），公式のイメージを使うことにより（6⾏
⽬）メンテナンスにかかる時間を⼤幅に短縮することができる
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まとめ
• ⽬的
⁃ Dockerプロジェクトにおけるリファクタリングと，リファクタ
リングによって返済される技術的負債の調査

• ⽅法
⁃ Dockerプロジェクトのリファクタリングに関するコミットから，
リファクタリングと技術的負債を分類

• 結果
⁃ 24種のリファクタリング，7種の技術的負債を特定
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所感
• Update Base ImageやAdd ENV Variableなどのリファクタ
リングが⾏われる回数が多いのか気になった

• Dockerfileのリファクタリングって必要？
⁃ 何度も利⽤しないイメージ

13


